
「結婚」が気になりだしたら
ご紹介数制限なし
申込数制限なし
ご成婚率 70％（成婚者 /退会者）
安心・安全な
　　　　マル適マークの相談室

〒811-3431
宗像市田熊 6丁目 2-23
TEL:0940-51-3004

♥
♥
♥
♥

ブライダルサロン pine 検索詳細は

ご相談を

お待ちしてます。

ホームページからの
資料請求受付中！

◆間に人が入る安心があります◆

（5） 平成28年12月15日 No.330むなかたタウンプレス

市では、市の広報紙、ホームページに掲載する広告を募集しています。詳しくは、秘書政策課広報報道担当☎0940（36）1055まで

学びの里

　
宗
像
市
、
県
、
福
津
市
な

ど
で
構
成
す
る
「
宗
像
・
沖

ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」
世
界

「
記
憶
に
残
る
発
掘
調
査
」の

秘
話
を
聞
く
講
演
会

第95回

ふるさとから

世界遺産を!

「神宿る島」「神宿る島」

連
遺
産
群

宗像 ･ 沖ノ島と関宗像 ･ 沖ノ島と関
連
遺
産
群

遺
産
推
進
会
議
が
、
記
念
講
演

会
「
神
宿
る
島
と
祈
り
の
記
憶

─
祭
祀
遺
跡
の
発
掘
調
査
譚

─
」
を
開
催
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
九
州
国
立
博

物
館
で
開
催
さ
れ
る
特

別
展
「
宗
像
・
沖
ノ
島

と
大
和
朝
廷
」
に
合
わ

せ
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
講
演
会
で
は
、
沖
ノ

島
祭
祀
遺
跡
の
発
掘
調

査
を
担
当
し
た
小
田
富

士
雄
さ
ん
、
沖
ノ
島
と

対
比
さ
れ
る
韓
国
・
扶

安
竹
幕
洞
（
ぷ
あ
ん
ち

く
ま
く
ど
う
）
祭
祀
遺
跡
の
発

掘
調
査
を
担
当
し
た
ユ
・
ビ
ョ

ン
ハ
さ
ん
か
ら
、「
記
録
で
は

な
く
、記
憶
に
残
る
発
掘
調
査
」

の
さ
ま
ざ
ま
な
秘
話
に
つ
い
て

話
し
て
も
ら
い
ま
す
。
み
な
さ

ん
、ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

入
場
無
料
。

 

日
程

平
成
29
年１

月
21
日
（
土
）

●
時
間
／
内
容

▽
午
後
０
時
30
分
＝
開
場

▽
同
１
時
＝
開
会
行
事

▽
同
１
時
５
分
～
同
２
時
＝
講

演
１
「
宗
像
・
沖
ノ
島
祭
祀

遺
跡
の
調
査
と
成
果
」
／
小

田
富
士
雄
さ
ん
（
福
岡
大
学

名
誉
教
授
）

▽
同
２
時
５
分
〜
同
３
時
＝
講

演
２
「
未
知
の
世
界
を
探
求

す
る
─
扶
安
　
竹
幕
洞
祭
祀

遺
跡
─
」
／
ユ
・
ビ
ョ
ン
ハ

さ
ん
（
韓
国
・
国
立
慶
州
博

物
館
館
長
）

▽
同
３
時
＝
閉
会
行
事

●
場
所
　
九
州
国
立
博
物
館
・

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ホ
ー
ル

●
定
員
　
２
８
０
人

●
申
込
締
切
日
　
12
月
20
日

（
火
）

▽
往
復
ハ
ガ
キ
＝
①
郵
便
番

号
②
住
所
③
参
加
者
全
員

の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
④

電
話
番
号
⑤
参
加
人
数

（
１
通
に
つ
き
最
大
２
人

ま
で
）
を
明
記
し
て
（
〒 

８
１
０
・
０
０
０
１
／
福
岡

市
中
央
区
天
神
１
・
４
・
１

／
西
日
本
新
聞
イ
ベ
ン
ト

サ
ー
ビ
ス
内
「
宗
像
・
沖
ノ

島
と
大
和
朝
廷
」
係
あ
て
）

▽
メールokinoshim

a@
nishi 

nippon-event.co.jp

■
問
い
合
わ
せ
先

同
サ
ー
ビ
ス
内

☎
０
９
２
（
７
１
１
）

５
４
９
１

発掘調査の様子

【
お
わ
び
と
訂
正
】
市
広
報
紙
11
月
15
日
号
７
ペ
ー
ジ
「
元
祖
国
際
都
市
『
む
な
か
た
ガ
イ
ド
研
修
』
参
加
者
募
集
」
の
中
で
、
フ
ァ
ク
ス
番
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

 

〈
正
〉
FAX
（
37
）
３
０
４
６　
〈
誤
〉
FAX
（
36
）
３
０
４
６　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

■
問
い
合
わ
せ
先　

子
ど
も
育
成
課　

☎
（
36
）
１
２
１
４

　

自
然
部
会
は
、
地
形
・
地
質
・
化
石
・
鉱
物
を
研
究
す
る
地
学
班
と
動

植
物
の
生
態
・
種
類
を
研
究
す
る
生
物
班
の
計
６
人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
、
今
回
は
地
学
班
の
活
動
と
し
て
鉱
物
・
鉱
床
の
調
査
風

景
を
紹
介
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

郷
土
文
化
課　

☎（
62
）２
６
０
０

第69回第69回第69回第69回

　
む
な
か
た
の
金
属
鉱
山
跡

　
市
と
周
辺
に
は
、
い
く
つ
か

の
金
属
鉱
山
が
あ
り
ま
す
。
福

崎
の
河
東
鉱
山
は
、
江
戸
時
代

に
福
岡
藩
の
金
山
と
し
て
開
発

さ
れ
、
昭
和
30
年
代
ま
で
銅
・

鉛
・
亜
鉛
鉱
石
が
採
掘
さ
れ
て

い
て
、
金
・
銀
鉱
も
採
れ
て
い

ま
し
た
。
池
野
の
成
清
（
な
り

き
よ
）
池
野
鉱
山
も
江
戸
時
代

に
開
発
さ
れ
、
昭
和
40
年
代
ま

で
採
掘
さ
れ
て
い
た
と
い
う

記
録
が
あ
り
ま
す
（『
宗
像
市

史
』）。

　
今
回
は
、
こ
の
両
鉱
山
跡
を

福
岡
教
育
大
学
の
学
生
と
共

に
、「
こ
う
も
り
の
専
門
家
」

の
協
力
を
得
て
探
訪
し
て
み
ま

し
た
。
そ
の
様
子
と
成
果
を
報

『
新
修
宗
像
市
史
』専
門
部
会
の
活
動
か
ら

む
な
か
た
の

　
金
属
鉱
山
跡
探
訪

内
に
は
数
百
～
数
千
匹
は
い

る
と
思
わ
れ
、
か
な
り
不
気

味
で
し
た
。
都
会
育
ち
の
学

生
た
ち
は
と
て
も
驚
き
、「
先

生
、
イ
ン
デ
ィ
ジ
ョ
ー
ン
ズ
み

た
い
で
す
ね
！
」
と
面
白
が
っ

て
い
る
男
子
学
生
も
い
れ
ば
、

「
キ
ャ
ー
！
」
と
悲
鳴
を
上
げ

る
女
子
学
生
も
い
て
、
坑
道
内

は
と
て
も
賑
や
か
な
も
の
と
な

り
ま
し
た
。
コ
ウ
モ
リ
と
ゲ
ジ

ゲ
ジ
を
恐
れ
ず
、
学
生
た
ち
は

し
っ
か
り
と
坑
道
の
測
量
と
鉱

床
母
岩
（
こ
う
し
ょ
う
ぼ
が

ん
）（
注
１
）
と
鉱
石
を
採
集

し
、
黄
鉄
鉱
・
黄
銅
鉱
・
方
鉛

鉱
・
閃
亜
鉛
鉱
（
せ
ん
あ
え
ん

こ
う
）
な
ど
の
硫
化
（
り
ゅ
う

か
）
鉱
物
（
こ
う
ぶ
つ
）
を
確

認
し
ま
し
た
。
ま

た
、
入
洞
可
能
な

２
本
の
坑
道
に
入

り
坑
道
の
測
量
を

行
い
、
坑
道
平
面

図
を
作
成
し
ま
し

た
。

　
２
回
目
の
調
査

は
、
コ
ウ
モ
リ
の

専
門
家
３
人
、
学

生
４
人
と
共
に
、

河
東
鉱
山
の
３
本

の
坑
道
に
入
り
、

コ
ウ
モ
リ
の
生
態

観
察
、
写
真
撮
影

を
行
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
ア

ブ
ラ
コ
ウ
モ
リ
、
モ
モ
シ
ロ
コ

ウ
モ
リ
、
キ
ク
ガ
シ
ラ
コ
ウ
モ

リ
の
３
種
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。

　
午
後
は
学
生
４
人
と
共
に
成

暑い中汗だくになりながら測量をした同大学学生たち

ぶら下がり眠るコウモリが目覚
めて飛びかかり、学生は大騒ぎ

告
し
ま
す
。

　
探
訪
の
様
子
と
成
果

●
河
東
鉱
山
跡
探
訪

　
真
夏
の
暑
い
日
、
学
生
10
人

と
共
に
、
河
東
鉱
山
跡
周
辺
を

探
訪
し
地
質
調
査
を
行
い
ま
し

た
。
藪
を
か
き
分
け
、
マ
ム
シ

と
ス
ズ
メ
バ
チ
に
注
意
し
な
が

ら
進
む
こ
と
30
分
、
い
く
つ
か

の
坑
口
と
坑
道
を
発
見
。
坑
道

内
は
、
外
よ
り
涼
し
く
快
適
で

し
た
が
、
し
ば
し
ば
、
コ
ウ
モ

リ
が
襲
っ
て
く
る
よ
う
に
飛
び

交
い
、
坑
道
内
の
岩
壁
に
は
大

量
の
体
長
10
㌢
㍍
程
の
ゲ
ジ

ゲ
ジ
が
う
ご
め
い
て
い
ま
し

た
。
ゲ
ジ
ゲ
ジ
は
１
匹
２
匹
な

ら
怖
く
な
い
の
で
す
が
、
坑
道

清
池
野
鉱
山
跡
周
辺
の
地
質
調

査
を
行
い
、
坑
口
の
探
査
、
鉱

床
母
岩
、
鉱
石
、
二
次
生
成
鉱

物
な
ど
を
採
集
し
ま
し
た
。

●
成
清
池
野鉱

山
跡
探
訪

　
福
岡
石
の
会
副
会
長
の
中
武

俊
郎
さ
ん
の
案
内
で
、
学
生
４

人
と
共
に
成
清
池
野
鉱
山
の
坑

口
付
近
の
地
質
調
査
と
ズ
リ
場

で
の
鉱
石
、二
次
生
成
鉱
物（
注

２
）
の
採
集
を
行
い
ま
し
た
。

ズ
リ
場
は
捨
石
場
と
も
書
き
、

鉱
山
開
発
の
中
で
不
用
に
な
っ

た
鉱
物
・
岩
石
を
貯
め
て
お
く

ス
ペ
ー
ス
を
い
い
ま
す
。
時
に

珍
し
い
鉱
物
の
掘
り
出
し
物
が

あ
る
の
で
、
鉱
物
愛
好
家
の
中

で
は
、
実
は
と
て
も
貴
重
な
も

の
で
す
。
現
地
は
急
傾
斜
で
竹

藪
（
や
ぶ
）
が
深
く
、
調
査
は

か
な
り
ハ
ー
ド
で
し
た
が
、
濁

（
だ
く
）
沸
石
（
ふ
っ
せ
き
）・

デ
ク
ロ
ワ
ゾ
ー
石
・
褐
鉛
鉱
な

ど
の
貴
重
な
二
次
生
成
鉱
物
の

試
料
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

＊
（
注
１
）
鉱
物
が
生
ま
れ
存

在
し
て
い
る
岩
石

＊
（
注
２
）
鉱
物
が
水
や
熱
で

二
次
的
に
別
種
の
鉱
物
に
変

化
し
た
も
の

（
新
修
宗
像
市
史
編
集
委
員
会
、

自
然
部
会
長
・
上
野
禎
一
）


